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季
御
読
経
に
ゐ
け
る
請
僧

佐

野

和

規

lま

じ

め

黒
田
俊
雄
氏
の
顕
密
体
制
論
の
提
断

r来
、
中
世
史
の
分
野
で
は
、
寺
社
勢
力
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
個
別
寺
院
史
研
究
に
と
ど
ま
る
も
の
が
多
く
、
寺
社
勢
力
全
体
の
在
り
方
、
あ
る
い
は
、
中
世
国
家
と
寺
社
と
の
関
係

を
追
求
す
る
研
究
は
な
お
十
分
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
中
世
国
家
及
び
寺
家
権
門
に
と
っ
て
、
重
要
な
意

義
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
国
家
的
法
会
に
関
す
る
実
証
的
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
私
は
、

中
世
の
国
家
的
法
会
に
注
目
し
、
特
に
そ
の
請
僧
の
問
題
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。
請
僧
と
は
、
僧
侶
を
選
定
し
法
会
に
招
く

ハ
2
〉

こ
と
で
あ
る
。
国
家
的
法
会
の
請
僧
の
問
題
を
追
求
す
る
こ
と
は
国
家
と
僧
侶
と
の
関
係
、
さ
ら
に
、
国
家
と
寺
家
と
の
関
係
を
追
求

ハ

3
〉

ハ

4
〉

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
多
少
と
も
考
察
し
て
い
る
研
究
は
土
谷
恵
氏
、
伊
藤
清
郎
氏
の
も

の
を
除
い
て
見
当
ら
な
い
。
ま
た
、
貴
重
な
両
氏
の
研
究
も
請
僧
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
問
題
点
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
十
分
な

も
の
で
は
な
い
。

57 

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
国
家
的
法
会
の
請
僧
の
問
題
を
考
察
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
重
要
な
宮
中
仏
教
年
中
行
事
の
一
つ
で
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あ
る
「
季
御
読
経
」
の
請
僧
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。
季
御
読
経
と
い
う
一
つ
の
事
例
だ
け
で
こ
の
間
題
を
追
求
す
る
の
は
次
の
理
由

か
ら
で
あ
る
。
第
一
に
、
後
に
み
る
よ
う
に
請
僧
方
式
は
複
雑
で
あ
り
、
ま
た
、
法
会
ご
と
に
相
違
す
る
。
こ
の
た
め
、
請
僧
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
場
合
、
当
面
一
つ
一
つ
の
法
会
で
そ
の
具
体
的
形
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
季
御
読
経
を
事
例
に
選
ぶ
理
由
だ
が
、
季
御
読
経
は
仁
王
会
と
並
ん
で
請
僧
人
数
が
百
人
に
も
及
び
、
恒
例
の
国
家
的
法
会

の
中
で
そ
の
規
模
が
最
大
で
あ
る
。
従
っ
て
、
請
僧
規
模
の
も
っ
と
も
大
き
な
場
合
と
し
て
請
僧
形
態
の
L

つ
の
典
型
的
事
例
と
な
り

う
る
も
の
と
考
え
る
。
第
三
に
、
季
御
読
経
は
請
僧
規
模
が
大
き
い
た
め
か
、
他
の
仏
事
に
比
べ
て
請
僧
に
つ
い
て
の
史
料
が
豊
富
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（

6
〉

以
上
の
理
由
か
ら
、
季
御
読
経
は
請
僧
の
問
題
を
追
求
す
る
う
え
で
格
好
の
素
材
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
季
御
読
経
と
い
う
法
会
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
説
明
す
る
。
季
御
読
経
と
は
、
大
般
若
経
転
読
会
を
中
心
と
し
た
宮
中

仏
教
年
中
行
事
の
一
つ
で
あ
る
。
春
秋
の
二
季
、
そ
れ
ぞ
れ
四
日
間
に
渡
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
期
日
は
固
定
せ
ず
、
陣
定
で
の
陰

陽
寮
勘
申
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
法
要
は
御
前
（
清
涼
殿
）
と
南
殿
（
紫
震
殿
）
の
二
ケ
一
所
に
お
い
て
営
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
人
、

八
十
人
の
僧
侶
が
語
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
季
御
読
経
の
起
源
は
、
貞
観
元
（
八
五
九
）
年
に
は
じ
め
ら
れ
た
恒
例
の
二
季
の
大
般
若
経
転

読
会
に
あ
る
。
こ
れ
が
九
世
紀
末
、
十
世
紀
初
頭
に
整
備
さ
れ
「
季
御
読
経
」
と
し
て
本
格
的
に
成
立
し
昨
日
こ
の
季
御
読
経
は
南
北

朝
期
以
降
実
施
が
確
認
で
き
な
く
な
る
。

季
御
読
経
請
僧
の
本
来
的
形
態
（
十
J
十
一
世
紀
前
半
）

こ
こ
で
は
、
季
御
読
経
の
成
立
以
後
十
一
世
紀
前
半
ま
で
み
ら
れ
た
語
僧
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
。



ま
ず
、
表
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
。
季
御
読
経
の
請
僧
百
人
は
陣
定
の
形
態
で
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家
的
法
会
の
語
僧
を
行

な
う
陣
定
は
、
普
通
「
僧
名
定
」
と
よ
ば
れ
て
い
抗
ザ
こ
の
僧
名
定
が
は
じ
め
ら
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、
予
め
史
に
よ
っ
て
請
僧
に
必

要
な
い
く
つ
か
の
文
書
が
用
意
さ
れ
上
卿
の
前
に
提
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
小
右
記
』
寛
仁
二
（
一

O
一
入
）
年
三
月
闘
日
条
で
は
、

上
卿
藤
原
実
資
が
季
御
読
経
僧
名
定
を
は
じ
め
る
に
先
立
っ
て
、
「
仰
下
可
y
奉
ニ
例
文
・
硯
等
一
之
由
ム
」
せ
た
と
こ
ろ
、
史
は
「
近
例
文
・

僧
綱
名
帳
、
三
会
巴
講
阿
闇
梨
名
帳
、
軸
輪
転
名
帳
等
」
を
進
め
た
と
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
小
右
記
』
治
安
三
（
一

O
二
三
〉
年

五
月
二
日
条
で
は
、
史
が
僧
名
定
の
上
卿
に
奉
っ
た
文
書
と
し
て
「
去
年
定
文
、
僧
綱
、
阿
闇
梨
、
諸
寺
僧
名
帳
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

季御読経における請僧

る
。
こ
う
し
た
場
合
の
よ
う
に
、
僧
名
定
の
場
に
提
出
さ
れ
た
文
書
を
年
代
ご
と
に
整
理
し
た
の
が
表
ー
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

文
書
の
種
類
が
十
一
世
紀
ま
で
と
十
二
世
紀
以
降
と
で
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
十
一
世
紀
ま
で
は
、
多
様
な
文
書
が

僧
名
定
に
提
出
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
十
二
世
紀
以
降
は
、
基
本
的
に
「
旧
定
文
」
と
「
今
日
可
ニ
請
定
一
僧
名
」
の
二
種
類
の
み

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
季
御
読
経
の
請
僧
形
態
の
変
化
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
表
ー
か
ら
季
御
読
経
の
請
僧

方
式
の
変
化
の
画
期
は
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
前
半
ま
で
の
間
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
十
一
世
紀
ま
で
み
ら
れ
た
季
御
読
経
の
請
僧
の
本
来
的
形
態
に
つ
い
て
追
求
す
る
。

季
御
読
経
に
お
い
て
は
僧
侶
を
請
ず
る
の
に
次
の
三
段
階
の
手
続
き
が
と
ら
れ
る
。

季
御
読
経
に
請
ず
る
百
人
の
僧
侶
を
定
め
る
僧
名
定

(2) 

請
僧
の
中
か
ら
辞
退
者
（
閥
請
〉
が
出
た
場
合
、
そ
れ
を
補
う
闘
請
定

(3) 

円

mv

こ
う
し
て
確
定
し
た
請
僧
百
人
の
中
か
ら
、
特
に
御
前
に
召
さ
れ
る
僧
侶
二
十
人
を
定
め
る
御
前
僧
定

59 

こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
行
事
上
卿
（
場
合
に
よ
っ
て
は
日
の
上
卿
〉
の
主
導
で
陣
定
の
形
態
で
行
な
わ
れ
、
決
定
さ
れ
た
請
僧
は
蔵
人
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表1 季御読経僧名定に提出された文書

提 出 文 書 典 拠

年i外「春f者在々，伯f死季名里去延省勘解耕暦文，文文興」福10世紀 （巻『西五宮，記季』御読経〉

寺，輪転中召去年立義

寛3仁月2 (1018) 年 ・・・僧三近綱会例文名巳講l隈阿闇梨名帳

・・去軸輪年転見名学立帳義僧名井広学竪義

『小右記』

主倒綱年阿結闘軽梨諸議寺
治安月3 (1023）年 ｛曽名帳

『小右記』5 2日
者天台広学竪義者

長元2(1029）年 ・綱寺僧所正々進解慶死去勘文 『小右記』9月28日 文
慶命上辞僧正之文

11世紀※1
・－・ 年名諸寺僧々解｛帳曽名文

『〈巻江読第経家次五事，第）季』御
・外任死去勘文
－輿福寺延暦寺竪義者注文

仁安月2(1167）年 I・今旧定文一通定
7 25日 ・日可請僧名一通

嘉応月、2(1170）年 卜［ 年今度々定文請一僧通名
3 12日 ・可之一通

建仁月2(1202）年 I・今旧定文可候一巻之
6 16日 ・度 僧名一巻等

承久月2(1220）年 ｜｜・年今々置定文之一僧巻名
3 4日 ・度可配

天福月1 (1233）年
5 12日

年草益基壁々｛同名
解死寺去延文勘暦文寺竪義者文※2

二「~民大編イ経之日記本日~史，条所料五J以月〉
※1 『江家次第』は十二世紀初頭に成立するものだが， この季御読経に関する部分は十一世紀
段階の内容を示していると考える〔注 (16）参照のこと〕。
※2天福二年の事例は，「民経記」の筆者である広橋経光が『江家次第』の該当部分をそのまま
写したものであると思われる。 そのことはこの前後の文言が「江家次第』のものと全く同じ
であることから窺える。



な
い
し
行
事
弁
に
付
し
て
奏
上
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご
と
に
分
け
て
季
御
読
経
の
請
僧
形
態
を
具
体
的
に
考
察
し
よ
う
。

ω僧
名
定

『
江
家
次
第
』
に
は
、

ま
ず
、
季
御
読
経
の
請
僧
百
人
が
ど
の
よ
う
な
僧
侶
で
あ
っ
た
か
を
検
討
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
季
御
読
経
に
請
ぜ
ら
れ
る
百
人
の
僧
侶
の

季
御
読
経
の
僧
名
定
文
の
雛
型
が
載
っ
て
お
り
、

輿
福
寺
敗
艶
ぷ
笥
仏
語
、
下

大
安
寺
摂
一
一
位
H

．1r往

西
大
寺
許
認
H

’r人西寺
相
続
斗
」
ハ
人

定
心
寺
転
転
梯
－
一
忌
内
一

常
住
寺

身
分
・
所
属
寺
院
等
が
窺
え
る
。

季御読経における請僧

惣
百
人

｛曽
綱

大
威
儀
師
百
日
中

三
会
巳
講

諸
寺東
大
寺

元
輿
寺

薬
師
寺

61 

法
隆
寺
」
ハ
東
寺

延
磨
寺
山
肌
飢
博
一
句
大
寺
一

崇
福
寺

究
釈
寺

威
従
各
一
人
百
僧
外

天
王
寺
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貞
観
寺

嘉
祥
寺

極
楽
寺

元
慶
寺

法
琳
寺

仁
和
寺

国
成
寺

醍
醐
寺

広
隆
寺

法
性
寺

雲
林
院

闇
融
院

慈
徳
寺

積
善
寺

園
教
寺

法
成
寺

園
宗
寺
巴
上
各

人
但
随

僧

費
1l"尊
面勝
会ハ寺

法
勝
寺

こ
れ
に
よ
る
と
、
季
御
読
経
に
詰
ぜ
ら
れ
る
僧
侶
は
次
の
三
種
類
の
身
分
に
分
け
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
請
僧
の
仕
方
も
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
僧
綱
位
の
も
の
で
あ
る
o

第
二
に
、
一
ニ
会
己
講
・
内
供
・
阿
闇
梨
等
の
有
職
凡
僧
で
あ

L
Tそ
し

て
第
三
に
、
諸
寺
凡
僧
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
諸
寺
凡
僧
に
つ
い
て
は
、
寺
ご
と
に
分
担
の
僧
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
毎
年

必
ず
請
ぜ
ら
れ
る
僧
侶
と
、
交
替
で
請
ぜ
ら
れ
る
僧
侶
に
分
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
前
者
の
僧
侶
は
「
軸
請
」
と
よ
ば
れ
、
後
者

の
僧
侶
は
「
輪
転
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
東
大
寺
・
輿
福
寺
・
延
磨
寺
の
コ
一
寺
は
そ
れ
ぞ
れ
軸
請
と
輪
転
合
わ
せ
て
八
人
が
請
ぜ
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
寺
は
一
人
な
い
し
二
人
の
軸
請
で
あ

M
V
こ
の
軸
請
・
輪
転
と
い
う
表
現
は
、
請
僧
の
在
り
方
を
車
の
軸
と
回
転
（
輪
転
）

部
分
に
例
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
諸
寺
凡
僧
の
割
当
て
は
畿
内
近
国
の
寺
院
三
十
四
箇
寺
に
も
及
ん
で
い
る
。
千
僧
御
読

経
で
さ
え
十
笛
寺
か
ら
の
請
僧
で
千
人
も
の
僧
侶
を
充
足
で
き
叫
ご
と
か
ら
す
れ
ば
、
季
御
読
経
に
係
わ
る
寺
院
数
に
は
特
別
な
意
味

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
季
御
読
経
が
本
来
畿
内
近
国
の
名
僧
を
普
く
招
い
て
行
な
う
と
い
う
理
念
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
も



門店》

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
季
御
読
経
は
、
僧
綱
・
有
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
よ
う
な
名
僧
、
さ
ら
に
畿
内
近
国
の
諸
寺
に
属
す
る
名
僧

を
普
く
請
じ
て
営
ま
れ
る
法
会
な
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
僧
侶
た
ち
は
、
季
御
読
経
の
僧
名
定
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
方
式
で
請
ぜ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

十
一
世
紀
ま
で
は
、
僧
名
定
の
場
に
提
出
さ
れ
る
文
書
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
次
の
・
ー
か
ら

v
に
示
す
五

種
類
の
文
書
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
『
江
家
次
第
』
で
は
、
上
卿
が
「
仰
v
弁
令
v
進
例
文
」
と
し
て
「
年
々

々
僧
帳
、
諸
寺
解
文
、
外
任
弁
死
去
勘
文
等
、
輿
福
寺
延
暦
寺
竪
義
者
注
文
等
」
の
五
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
『
江
家
次
第
』

僧
名
、

季御読経における請僧

の
記
載
を
手
が
か
り
に
、
表
ー
に
み
ら
れ
る
史
料
や
そ
の
他
の
記
録
に
よ
っ
て
補
足
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有

し
て
お
り
、
互
い
に
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
僧
名
定
の
具
体
的
形
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

し、。
年
々
僧
名

『
江
家
次
第
』
に
は
、
僧
名
定
に
用
意
さ
れ
る
文
書
と
し
て
、
最
初
に
「
年
々
僧
名
」
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
過
去
何
年
か
の
季
御
読
経
僧
名
定
で
作
成
さ
れ
た
僧
名
定
文
の
こ
と
で
あ
る
。
寛
仁
二
（
一

O
一
八
）
年
に
は
「
近
例
文
」
、

治
安
三
（
一

O
二
一
ニ
）
年
に
は
「
去
年
定
文
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
（
表
1
〉。

仁
王
会
の
事
例
だ
が
、

寛
仁
元
ハ
一

O
一
七
〉
年
九

月
二
十
六
日
の
僧
名
定
に
お
い
て
は
、

ハ宵
M
〉

ぞ
れ
「
改
補
」
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
僧
名
定
で
は
、
去
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
作
成
さ
れ
た
僧
名
定
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
僧

僧
名
が
「
長
和
二
年
定
文
」
に
基
づ
い
て
書
か
れ
、

「
死
去
者
・
隠
居
者
」
に
つ
い
て
は
そ
れ

侶
を
そ
の
ま
ま
請
じ
、
欠
員
の
分
だ
け
を
別
の
僧
侶
で
補
う
と
い
う
原
則
に
た
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
捕
わ
れ
る
僧
侶
は
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以
下
の
文
書
に
基
づ
い
て
選
ば
れ
た
と
考
え
る
。
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II 

名
僧
帳

ま
ず
、
『
江
家
次
第
』
に
み
ら
れ
る
「
名
僧
帳
」
と
い
う
文
書
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
寛
仁
二
年
の
倒
で
は
「
僧
綱
名
帳
」
コ
ニ
会
己
講
阿
闇
梨
名
帳
」
「
軸
輪
転
名
帳
」
の
三
つ
の
文
書
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
治

安
三
年
に
は
「
僧
綱
、
阿
闇
梨
、
諸
寺
僧
名
帳
」
と
い
う
形
で
み
ら
れ
ん
J
表
1
）。

つ
ま
り
、

僧
綱
・
有
職
凡
僧
・
諸
寺
凡
僧
と
い

う
三
つ
の
身
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
「
名
僧
帳
」
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
季
御
読
経
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る

国
家
的
法
会
共
通
の
請
僧
の
帳
簿
で
あ
仁
川
口
）
さ
ら
に
請
僧
の
み
な
ら
ず
、
朝
廷
が
顕
密
僧
を
把
握
す
る
た
め
の
基
本
台
帳
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

i
で
考
察
し
た
「
年
々
僧
名
」
に
み
え
る
欠
員
は
、
こ
れ
ら
の
「
名
僧
帳
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
僧
侶
に
よ
っ

て
基
本
的
に
補
充
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
「
名
僧
帳
」
は
僧
侶
の
補
任
や
異
動
が
あ
る
た
び
に
、
朝
官
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

111 

外
任
井
死
去
勘
文

『
江
家
次
第
』
に
は
さ
ら
に
、
「
外
任
井
死
去
勘
文
」
と
い
う
文
書
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
年
々
僧
名
」
に
お
け
る
僧
綱
・
有
職
の

（加）

欠
員
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

行
事
上
卿
藤
原
実
資
は
、

去
」
し
た
た
め
「
外
任
・
死
去
者
仰
一
一
綱
所
一
可
v
令
一
一
勘
申
一
」
き
こ
と
を
命
じ
て
い
弘
せ
僧
網
・
有
職
の
補
任
や
異
動
は
朝
廷
が
把
握
し

治
安
元
（
一

O
二
一
）
年
十
二
月
十
三
日
の
季
御
読
経
僧
名
定
に
備
え
て
、

「
去
春
・
夏
比
南
北
僧
多
死

て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
ら
の
死
亡
や
遠
行
は
実
態
を
掌
握
し
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
た
め
、
僧
綱
・
有
職
に
つ
い
て
は
、

上
卿
の
命
に
よ
っ
て
綱
所
に
こ
の
よ
う
な
勘
文
を
作
成
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

iv 

諸
寺
解
文



『
江
家
次
第
』
に
は
「
諸
寺
解
文
」
と
よ
ば
れ
る
文
書
も
登
場
す
る
。
こ
れ
は
、
「
年
々
僧
名
」
に
お
け
る
諸
寺
凡
僧
の
欠
員
を
、
諸

寺
が
補
う
た
め
に
提
出
す
る
解
文
で
あ
る
と
考
え
る
。

『
小
右
記
』
万
寿
四
（
一

O
二
七
〉
年
四
月
二
十
一
日
条
に
よ
る
と
、
季
御
読
経
の
軸
請
の
一
人
で
あ
る
輿
福
寺
の
良
胤
と
い
う
僧
侶

が
罪
を
犯
し
た
た
め
本
寺
を
追
放
さ
れ
て
お
り
、
よ
っ
て
「
可
v
止
ニ
軸
請
一
、
改
入
二
他
人
一
可
y
奏
」
き
こ
と
が
関
白
藤
原
頼
通
よ
り
命

ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
藤
原
実
資
は
そ
の
命
に
対
し
て
、

「
依
二
本
寺
解
文
一
入
一
一
軸
請
目
、

而
不
v
令
v
知
一
一
本
寺
一
暗
入
ニ
軸
請
一
如
何
」
と

い
う
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
季
御
読
経
請
僧
の
う
ち
諸
寺
凡
僧
の
軸
請
に
当
た
る
僧
侶
の
変
更
は
、
寺
家
か
ら
の
解
文
に
よ

季御読経における請僧

る
申
請
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
既
に
取
り
上
げ
た
寛
仁
元
（
一

O
一
七
〉
年
九
月
二
十
六
日
の
仁
王
会
僧
名
定
の
事
例

ハ

nv

そ
れ
は
聖
神
寺
の
欠
員
を
聖
神
寺
司
が
補
う
も
の
で
あ
っ
た
。

に
も
、
「
聖
神
寺
解
文
」
な
る
も
の
が
み
ら
れ
、

こ
の
よ
う
に
諸
寺
解

文
は
、
こ
れ
ま
で
季
御
読
経
に
出
仕
し
て
い
た
諸
寺
凡
僧
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
、
新
し
い
僧
侶
を
寺
家
側
が
推
挙
す
る
文
書
で
は
な

円

mav

い
か
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
日
目
で
み
た
「
名
僧
帳
」
は
寺
家
が
推
挙
し
て
き
た
僧
侶
を
確
認
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る

円
削

A
V

こ
の
諸
寺
解
文
は
網
所
を
通
じ
て
行
事
所
に
提
出
さ
れ
る
。

v 

輿
福
寺
延
暦
寺
竪
義
者
注
文

『
江
家
次
第
』
に
は
そ
の
他
に
「
輿
福
寺
延
磨
寺
竪
義
者
注
文
」
な
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

表
1
の
寛
仁
二
（
一

O
一
八
）
年
や
治
安
＝
一
（
一

O
二
一
ニ
）
年
の
場
合
に
は
、
「
去
年
」
と
い
う
文
言
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

65 

こ
れ
は
前
年
の
輿
福
寺
研
学
竪
義
者
及
び
延
磨
寺
広
学
竪
義
者
に
つ
い
て
の
名
簿
な
い
し
解
文
で
あ
る
。
『
西
宮
記
』
に
は
「
春
季
延
暦
、

ハお〉

興
福
寺
、
輪
転
中
召
ニ
去
年
立
議
者
一
、
有
－
一
解
文
一
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
延
磨
寺
と
輿
福
寺
は
、
春
季
御
読
経
の
諸
寺
凡
僧
の
輪
転
分
に
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去
年
の
研
学
広
学
竪
義
者
を
加
え
る
こ
と
の
で
き
る
慣
例
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

（
附

mv

な
お
こ
の
解
文
は
維
摩
会
勅
使
等
が
持
参
し
提
出
す
る
。

以
上
が
僧
名
定
の
場
に
史
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
を
用
い
て
次
の
原
則
で
僧
名
が
定
め
ら
れ
る
。

(a) 

年
々
の
僧
名
定
文
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
僧
侶
を
原
則
と
し
て
請
ず
る
。
但
し
、
外
任
井
死
去
勘
文
や
語
寺
解
文
に
よ
っ
て
、

ハ
訂
）

変
更
さ
れ
る
べ
き
僧
侶
を
確
認
し
、
名
僧
帳
と
諸
寺
解
文
及
び
竪
義
者
注
文
に
よ
っ
て
新
し
く
補
う
僧
侶
を
決
定
す
る
。

）
 
vu 
f
，、、

僧
綱
有
職
を
霞
先
的
に
請
僧
す
る
。
そ
の
た
め
名
僧
帳
に
お
け
る
僧
綱
や
有
職
の
増
減
に
応
じ
て
、
諸
寺
凡
僧
を
追
加
な
い

し
減
じ
、
請
僧
が
丁
度
百
人
に
な
る
よ
う
に
調
整
す
一
明
そ
し
て
、
止
め
ら
れ
た
り
人
数
が
減
じ
ら
れ
た
諸
寺
凡
僧
も
僧
網
等

の
死
去
辞
任
が
あ
っ
た
場
合
は
、

「
諸
寺
僧
名
帳
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
と
に
復
さ
れ
る
。

川
門
川
仰
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
指
示
は
上
卿
が
行
な
い
、
上
卿
の
指
示
に
基
づ
い
て
、
参
議
な
い
し
大
弁
が
僧
名
定
文
を
執
筆
し
て
い
く
。

（
抽
出
〉

こ
う
し
て
完
成
し
た
僧
名
定
文
は
内
覧
・
奏
上
さ
れ
た
の
ち
、
行
事
弁
に
下
さ
れ
、
さ
ら
に
史
を
通
し
て
綱
所
に
下
し
廻
請
が
命
じ
ら

（

却

〉

れ
る
。
綱
所
は
法
務
の
署
名
を
得
た
の
ち
廻
請
を
行
な
う
。

ω闘
請
定
と
闘
詰
へ
の
対
策

次
に
闘
請
定
と
闘
請
へ
の
対
処
の
仕
方
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

開
講
定
は
十
・
十
一
世
紀
に
は
次
の
よ
う
な
形
で
行
な
わ
れ
る
。
僧
名
定
の
の
ち
綱
所
に
よ
っ
て
廻
請
が
な
さ
れ
る
が
、
僧
侶
の
中

に
は
偲
人
的
都
合
で
出
仕
を
辞
退
（
闘
請
）
す
る
も
の
が
何
人
か
い
る
。
そ
う
し
た
僧
侶
は
そ
の
際
、
綱
所
を
通
し
て
「
辞
書
」
を
行

事
所
に
提
出
す
る
。
提
出
さ
れ
た
辞
書
に
基
づ
い
て
、
行
事
上
卿
は
陣
定
を
再
び
行
な
い
、
辞
退
者
に
代
っ
て
請
守
す
る
僧
侶
を
選
定
し
、

出
仕
僧
数
が
百
人
と
な
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
闘
請
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
開
請
が
出
来
す
る
た
び
に
逐
次
行
な



わ
れ
る
も
の
で
あ
つ
に
噌
た
だ
、
仁
王
会
の
事
例
か
ら
す
る
と
、

一
度
目
の
閥
請
定
は
陣
座
で
、
二
度
目
は
行
事
上
卿
な
い
し
行
事
弁

の
里
亭
で
行
な
わ
れ
た
。
三
度
目
以
降
は
行
事
弁
が
独
自
に
補
填
し
た
と
思
わ
れ
弘
司

ま
た
、
闘
請
の
問
題
と
も
係
わ
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
時
期
は
、
季
御
読
経
に
つ
い
て
の
理
由
の
な
い
辞
退
、
あ
る
い
は
当
日
の
無
断

欠
席
に
対
し
て
、
朝
廷
は
厳
し
い
処
置
に
出
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
万
寿
二

m
一
O
二
五
）
年
十
月
十
九
日
に
は
、

「
指
故
障
」
な
く
季
御
読
経
の
出
仕
を
辞
退
す
る
僧
侶
に
つ
い
て
は
、
他
の
仏
事
へ
の
公
請
も
停
止
す
る
こ
と
が
宣
旨
と
し
て
出
さ
れ
て

門
誌
V

い
る
。

季御読経における請僧

ω御
前
僧
定

最
後
に
御
前
僧
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
の
時
期
に
は
御
前
僧
定
が
本
来
的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
上
卿
の
主
導
す
る
陣
定
の
形
態
で
、
既
に
決
定
し
て
い
る
請
僧
百
人
の

中
か
ら
二
十
人
の
御
前
僧
が
選
定
さ
れ
た
。
そ
の
の
ち
に
内
覧
奏
上
が
な
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ま
で
御
前
僧
の
選
定
に
天
皇
や
摂
関

の
見
解
が
入
る
こ
と
は
な
い
。
奏
上
の
の
ち
、
御
前
僧
定
文
は
行
事
弁
・
史
を
通
し
て
綱
所
に
下
さ
れ
、
綱
所
が
御
前
僧
を
催
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
変
遷
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
十
世
紀
末

i
十
一
世
紀
初
頭
に
お
い
て
御
前

僧
定
は
⑦
の
方
式
か
ら
＠
の
方
式
に
変
化
す
る
。

⑦ 

闘
請
定
の
の
ち
、
季
御
読
経
の
行
な
わ
れ
る
数
日
前
の
陣
定
で
、
決
定
し
た
請
僧
百
人
の
中
か
ら
、
予
め
御
前
僧
二
十
人
を

選
定
奏
上
し
事
前
に
綱
所
に
催
さ
せ
る
方
丸
き

＠ 
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季
御
読
経
の
初
日
の
朝
に
、
行
事
弁
が
当
日
の
見
参
僧
の
中
か
ら
御
前
に
候
す
る
に
相
応
し
い
僧
侶
を
記
し
、
そ
れ
を
季
御

読
経
開
始
直
前
の
御
前
僧
定
に
提
出
し
、
そ
れ
を
参
考
に
御
前
僧
を
選
定
奏
上
す
る
方
丸

g
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＠
か
ら
＠
へ
の
変
化
は
、
臨
時
御
読
経
の
場
合
で
も
、
「
近
例
臨
期
奉
一
一
辞
書
一
、
初
日
多
遅
参
、
的
当
日
E
、
記
コ
取
見
参
一
定
奏
為
v

（お〉

普
」
と
「
北
山
抄
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
徐
々
に
顕
在
化
す
る
僧
侶
の
遅
参
や

欠
恥
サ
の
対
策
と
し
て
、
御
前
僧
定
が
事
前
に
行
な
わ
れ
る
＠
の
形
態
か
ら
当
日
に
行
な
わ
れ
る
＠
の
形
態
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
こ
の
時
期
は
御
前
僧
が
遅
参
な
ど
で
不
足
す
る
場
合
は
、
南
肢
か
ら
新
た
に
僧
侶
を
召
し
加
え

（
師
四
）

る
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
。

以
上
、
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
前
半
に
み
ら
れ
る
季
御
読
経
の
請
僧
形
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
季
御
読
経
の
請

僧
は
三
段
階
と
も
行
事
所
の
主
導
に
よ
っ
て
陣
定
の
形
態
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、
綱
所
は
僧
名
決
定
に
は
全
く
係
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
網
所
の
役
割
は
寺
家
と
朝
廷
と
の
伝
達
、
事
務
手
続
き
、
さ
ら
に
選
定
さ
れ
た
僧
侶
を
確
実
に
出
仕
さ
せ
る
こ
と
な

ど
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。
土
谷
恵
氏
は
九
・
十
世
紀
に
は
多
様
化
さ
れ
た
請
用
沙
汰
を
僧
綱
所
が
行
な
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

ハ
4〉る
が
、
こ
の
時
期
の
綱
所
の
請
僧
機
能
を
強
調
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
季
御
読
経
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
十
世
紀
に
は
、

般
的
な
国
家
的
法
会
の
請
僧
は
朝
廷
に
よ
る
僧
名
定
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
鋼
所
は
請
僧
の
選
定
に
与
れ
な
い
の
で

あ
る
。

季
御
読
経
請
僧
形
態
の
変
質
（
十
二
世
紀
以
降
）

こ
こ
で
は
十
二
世
紀
以
降
に
み
ら
れ
る
、
変
質
し
た
季
御
読
経
の
請
僧
形
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ω僧
名
の
決
定

十
二
世
紀
以
降
僧
名
定
に
提
出
さ
れ
る
文
書
の
種
類
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
表
ー
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、



史
に
よ
っ
て
僧
名
定
の
場
に
提
出
さ
れ
る
文
書
は
、
基
本
的
に
「
旧
定
文
」
と
「
今
日
可
ニ
請
定
一
僧
名
」
の
二
種
類
の
み
で
あ
る
。
し

か
も
、
建
仁
二
三
二

O
二
〉
年
の
事
例
で
は
「
今
度
可
v
候
之
僧
名
」
は
「
綱
所
進
v
之
」
と
さ
れ
て
お

M
W
僧
名
定
以
前
の
段
階
で

既
に
僧
名
が
決
定
し
、
綱
所
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
請
僧
は
僧
名
定
以
前
の
ど
の
段
階

で
ど
の
よ
う
な
形
で
決
定
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
事
情
を
示
す
も
の
と
し
て
天
福
元
（
一
二
三
一
ニ
）
年
の
次
の
史
料
を
挙
げ
る
。

季御読経における請僧

季
御
読
経
召
僧
事
、
綱
所
申
ニ
御
教
書
一
之
聞
書
給
了

東
大
寺
五
ロ

輿
福
寺
十
口

延
暦
寺
十
口

圏
域
寺
五
日

御
教
書
書
様

来
廿
一
日
可
v
被
v
行
ニ
春
季
御
読
経
一
、
輿
福
寺
分
僧
十
口
、
任
v
例
可
下
令
ニ
請
定
一
給
上
者
、
依
－
一
摂

政
駿
御
消
息
之
旨
事
一
、
以
ニ
此
旨
一
可
下
令
v
計
二
披
露
－
給
ム
、
経
光
恐
憧
謹
言

五
月
十
一
日

右
少
弁
経
光

進
上

ハ
向
田
V

東
門
院
法
印
御
房

こ
の
史
料
は
、
来
る
五
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
る
春
季
御
読
経
に
備
え
て
、
僧
名
定
の
前
日
に
、
行
事
弁
広
橋
経
光
が
綱
所
の
申
請
す

る
請
定
人
数
に
従
っ
て
、
四
箇
大
輔
げ
別
当
・
長
吏
・
座
主
に
御
教
書
を
発
送
し
、
各
寺
に
お
い
て
指
定
さ
れ
た
人
数
の
僧
侶
を
直
接

69 

請
定
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
四
箇
大
寺
で
合
計
三
十
人
の
僧
侶
が
請
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
御
教
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書
は
文
永
七
（
一
二
七

O
）
年
に
も
確
認
で
き
る
。

東
大
寺
、
輿
福
寺
、
延
暦
寺
、
関
城
寺
等
也

季
御
読
経
諸
寺
召
僧
事
、
仰
コ
遺
長
吏
別
当
等
一
、
公
文
従
儀
師
注
コ
進
之
一
、
御
教
書
給
一
一
綱
所
使
一
、
是
例
時

（必）

こ
れ
も
天
福
一
万
年
の
場
合
と
同
様
、
畑
刷
所
が
先
例
に
基
づ
い
て
各
寺
の
請
定
僧
数
を
注
進
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
行
事
弁
吉
田
経
長
が
綱

所
を
通
し
て
四
箇
大
寺
の
別
当
等
に
請
定
要
請
の
御
教
書
を
発
送
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
円
引
〉

吏
別
当
等
」
は
「
皆
可
ニ
下
知
一
之
由
」
と
い
う
内
容
の
「
請
文
」
を
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
御
教
書
の
要
請
に
応
じ
て
、
諸
寺
の
別

こ
う
し
た
御
教
書
に
応
え
て
、

「
座
主
長

当
等
は
諸
寺
単
位
に
請
定
を
行
な
い
、
そ
れ
ら
の
僧
侶
に
出
仕
を
下
知
し
、
こ
う
し
て
定
ま
っ
た
詰
僧
名
を
請
文
の
形
で
提
出
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
請
文
に
基
づ
い
て
、
綱
所
は
「
今
度
可
候
之
僧
名
」
を
執
筆
し
、
そ
れ
が
僧
名
定
に
用
意
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

（錦
u

L
て
、
こ
の
よ
う
な
四
箇
大
寺
へ
の
請
定
要
請
に
よ
る
南
殿
僧
の
確
保
は
、
十
一
世
紀
ま
で
の
本
来
的
な
季
御
読
経
の
請
僧
方
式
と
は

全
く
異
質
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
何
故
こ
の
よ
う
な
請
僧
方
式
へ
の
移
行
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
福
元
年
の
諸
寺
別
当
等
へ
の
請
定
要
請
の
御

教
書
の
奉
者
で
あ
る
行
事
弁
広
橋
経
光
が
そ
の
こ
と
を
説
明
し
て
く
れ
る
。

各予
告兼
触日
者｛曽
也詰侶
〉催

促
事

問

答
綱
所

（
中
略
）
、
細
々
以
一
一
御
教
書
一
語
責
、
就
一
一
網
所
散
状
－
申
一
一
御
賭
一
、
可
v
被
v
付
ニ
官
使
一
之
由
、

つ
ま
り
、
こ
の
請
定
要
請
の
御
教
書
は
、
出
仕
を
拒
み
が
ち
な
僧
侶
を
催
促
し
、
謹
責
す
る
た
め
の
手
段
な
の
で
あ
る
。
綱
所
は
僧
侶

を
確
実
に
出
仕
さ
せ
る
役
割
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
御
教
書
の
形
で
四
箇
大
寺
の
別
当
等
へ
直
接
請
定
要
請
す



る
こ
と
に
よ
っ
て
、
網
所
は
僧
侶
の
欠
席
へ
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
僧
侶
が
出
仕
を
拒
み
が
ち
な
状
況
に
お
い
て
、
百
人

も
の
僧
侶
を
法
会
に
催
す
こ
と
は
、
困
難
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
た
め
南
股
僧
に
関
し
て
は
、
殊
更
こ
の
よ
う
な
請
僧
形
態

が
と
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
請
僧
方
式
が
成
立
し
た
た
め
、
僧
名
定
そ
の
も
の
は
儀
礼
化
・
形
式
化
し
て
い
る

ハ印〉

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ω闘
請
定
の
形
式
化

関
請
定
に
つ
い
て
も
、
十
一
世
紀
段
階
と
比
べ
て
変
質
が
み
ら
れ
る
。

季御読経における請僧

ま
ず
、
十
一
世
紀
ま
で
は
、
闘
請
出
来
の
た
び
ご
と
に
行
な
わ
れ
て
い
た
閥
請
定
が
、
十
二
世
紀
に
な
る
と
一
回
の
季
御
読
経
に
つ

い
て
一
度
し
か
確
認
で
き
な
い
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
閥
請
定
に
お
い
て
補
さ
れ
る
閥
請
者
の
人
数
は
い
ず
れ
も
一
一
一
人
に
留
ま
る
。

こ
の
こ
と
は
闘
請
定
が
儀
礼
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
質
的
な
闘
請
の
補
填
は
閥
請
定
と
は
別
に
内
々
に
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
十
・
十
一
世
紀
に
お
い
て
は
、
理
由
の
な
い
閥
請
や
当
日
の
無
断
欠
席
に
は
、
公
請
の
停
止
と
い
う
形
で
対
処
を
し
た
が
、

十
二
世
紀
以
降
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
季
御
読
経
へ
の
出
仕
を
拒
む
僧
侶
が
い
た
場
合
、
割
引
廷
は
綱
所
を
通
じ
て

再
三
出
仕
を
催
促
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
既
に
み
た
天
福
元
年
の
事
例
の
よ
う
に
、
官
使
を
派
遣
し
て
僧
侶
の
出
仕
を
督
促
す

る
こ
し
印
、
時
に
は
み
ら
れ
た
O

L

い
ず
れ
に
し
ろ
、
閥
請
に
対
す
る
対
策
も
十
一
世
紀
ま
で
と
十
ニ
世
紀
以
後
と
で
は
全
く
変
化
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

制
御
前
僧
確
保
の
方
法

71 

十
二
世
紀
に
な
る
と
、
御
前
僧
の
選
定
方
法
も
変
質
す
る
。
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天
承
元
（
一
二
三
）
年
五
月
二
十
一
日
は
春
季
御
読
経
の
初
日
で
あ
っ
た
が
、
上
卿
の
主
導
す
る
御
前
僧
定
以
前
に
鳥
羽
段
に
お

い
て
、
御
前
僧
が
既
に
内
々
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
御
前
僧
交
名
」
は
頭
中
将
を
通
し
て
「
白
ニ
御
所
一
被
v
下
一
一
上
卿
一
」
て

「
給
－
一
締
所
一
令
ニ
清
書
一
付
v
史、

い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
『
長
秋
記
』
で
は
「
今
年
始
如
v
此
」
だ
と
し
、
以
前
は
御
前
僧
交
名
は

（臼）

々
入
v
笛
進
一
一
上
卿
一
敗
」
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、

御
前
僧
定
が
行
な
わ
れ
る
前
に
、

内
々
に

御
所
に
お
い
て
御
前
僧
が
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
上
卿
は
御
所
よ
り
下
さ
れ
た
御
前
僧
交
名
に
従
う
だ
け
で
あ
っ
た
。
御
前
僧

定
は
形
式
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
翌
長
承
元
（
一
二
三
一
）
年
五
月
十
五
日
の
季
御
読
経
の
場
合
に
も
確
認
で

き
る
。

そ
こ
で
は
、
「
御
前
僧
本
廿
口
」
で
あ
る
の
に
御
所
よ
り
下
賜
さ
れ
た
御
前
僧
交
名
は
二
十
四
日
に
及
ん
で
お
り
、

い
て
頭
中
将
に
こ
の
旨
を
聞
い
正
し
て
い
凶
v
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
行
事
所
の
主
導
で
陣
定
の
形
態
で
決
定
さ
れ
て
い
た
御
前
僧
が
、

上
卿
は
驚

天
皇
家
あ
る
い
は
蔵
人
方
の
主
導
で
先
に
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
の
特
徴
と
し
て
も
う
ひ
と
つ
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
御
前
僧
に
選
ば
れ
る
僧
侶
が
特
定
の
僧
侶
に
限
定
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
嘉
応
元
（
一
一
六
九
〉
年
三
月
二
十
二
日
の
季
御
読
経
の
御
前
僧
は
、
僧
綱
・
一
ニ
会
己
講
の
他
は
「
最
勝

講
、
法
勝
寺
御
八
講
聴
衆
勤
仕
輩
」
で
あ
的
。
ま
た
、
平
安
末
期
に
著
さ
れ
た
「
季
御
読
経
問
答
』
第
臥
寸
は
、
御
前
僧
に
つ
い
て
「
最

勝
講
聴
衆
井
僧
綱
巳
講
等
宗
々
被
v
召
也
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、

最
勝
講
或
い
は
法
勝
寺
御
入
講
等
の
法
会
が
整
備
さ
れ
て
く
る
に
つ

れ
て
、
そ
れ
ら
の
法
会
に
出
仕
し
た
僧
侶
が
、
季
御
読
経
の
御
前
僧
と
し
て
出
仕
す
る
と
い
う
慣
例
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
、
『
季
御
読
経
問
答
』
第
四
に
よ
っ
て
、
御
前
僧
の
所
属
寺
院
の
明
ら
か
な
仁
安
コ
一
（
一
一
六
八
〉
年
五
月
や
嘉
応
三
（
一

一
七
二
年
コ
一
月
の
事
例
を
み
る
と
、
御
前
僧
二
十
人
中
、
僧
網
四
人
を
除
く
十
六
人
が
い
ず
れ
も
四
箇
大
寺
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
こ
の
時
期
、
三
講
に
出
仕
で
き
る
四
箇
大
寺
僧
の
み
が
御
前
僧
を
勤
仕
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。



つ
ま
り
、
十
二
世
紀
以
降
は
南
殿
僧
ば
か
り
で
な
く
、
御
前
僧
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
四
笛
大
寺
僧
に
依
拠
し
た
請
僧
が
行
な
わ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
十
一
世
紀
以
前
の
段
階
と
異
な
っ
て
、
こ
の
時
期
は
御
前
僧
が
遅
参
な
ど
で
不
足
し
て
も
、
南
殿
か
ら
僧
侶
を
召
し
加
え
る

（
貯
）

こ
と
が
全
く
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
御
前
僧
と
南
蹴
僧
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
方
式
で
確
保
さ
れ
、
両
者
が
峻
別
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
十
二
世
紀
以
降
に
み
ら
れ
る
変
質
し
た
季
御
読
経
の
請
僧
方
式
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
御
前
僧
は
、
御
所

季御読経における請僧

に
お
い
て
蔵
人
方
の
主
導
で
、
内
々
に
四
箇
大
寺
の
僧
侶
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
、

一
方
南
殿
僧
は
、
官
方
（
行
事
弁
）
の
管
轄
の
下
、

直
接
四
箇
大
寺
に
請
定
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
諸
寺
凡
僧
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
寺
家
の
解
文
に
よ
っ
て
行
な

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
請
僧
の
選
定
に
寺
家
が
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
十
二
世
紀
以
降
に
は
、
南

股
僧
の
一
部
に
つ
い
て
だ
け
で
は
あ
る
が
、

四
箇
大
寺
が
直
接
請
定
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
請
僧
の

決
定
に
寺
家
権
門
側
の
意
向
が
反
映
し
や
す
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
変
化
の
結
果
、
十
・
十
一
世
紀
前
半
の
段
階
に
は
請
僧
の
場
で
あ
り
互
い
に
連
関
し
て
い
た
僧
名
定
と
御
前
僧
定
は
、
十
二
世
紀
に

は
全
く
形
式
化
・
儀
礼
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

請
僧
形
態
の
変
化
と
そ
の
意
義

季
御
読
経
の
請
僧
形
態
の
変
化
の
画
期
は
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
前
半
ま
で
の
間
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
時

73 

期
を
も
う
少
し
限
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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季
御
読
経
で
は
な
い
が
、
次
の
事
例
は
こ
う
し
た
国
家
的
法
会
に
お
け
る
詰
僧
形
態
の
変
化
の
時
期
を
よ
り
明
確
に
し
て
く
れ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
寛
喜
元
（
一
二
二
九
）
年
六
月
二
十
七
日
に
は
、

一
代
一
度
仏
舎
利
諸
社
奉
献
犠
の
請
僧
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
奉
行
職
事
広
橋
経
光
は
関
白
九
条
道
家
に
「
仏
舎
利
可
一
一
相
催
一
之
僧
名
綱
所
如
v
此
令
ニ
注
進
一

侯
、
延
久
於
ニ
御
前
一
被
v
定
ニ
僧
名
一
候
、
寛
治
以
後
皆
綱
所
随
一
一
注
進
一
被
y
遺
ニ
御
教
書
一
候
也
」
と
申
し
述
べ
て
い
ふ
噌
よ
う
す
る
に
、

経
光
の
発
言
か
ら
、
延
久
年
間
（
一

O
六
九

1
七
四
）
か
ら
寛
治
年
間
（
一

O
八
七

i
九
四
）

に
か
け
て
一
代
一
度
仏
舎
利
奉
献
儀
の

請
僧
形
態
が
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
御
前
に
お
け
る
僧
名
定
か
ら
、
綱
所
の
注
進
に
基
づ
く
御
教

（

ω） 

室
田
に
よ
る
請
僧
へ
の
変
化
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
季
御
読
経
の
語
僧
形
態
の
変
化
の
在
り
方
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
既
述
し
た
よ
う
な
季
御
読
経
の
請
僧
の
変
化
は
、
こ
の
仏
舎
利
奉
献
儀
の
詰
僧
方
式
の
変
化
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
起
つ

一
代
一
度
仏
舎
利
奉
献
儀
や
季
御
読
経
に
限
ら
ず
、

多
く
の
国
家
的
法
会
の
請
僧
形
態
が
十
一
世
紀
後
半
の
こ
の
時
期
に
起
っ
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
九
噌

た
と
い
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、

で
は
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
季
御
読
経
を
は
じ
め
と
し
た
国
家
的
法
会
の
請
僧
形
態
は
変
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
聞
い
に
直
ち
に

答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
変
化
の
起
る
背
景
に
つ
い
て
二
三
の
問
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
季
御
読
経
に
対
す
る
僧
侶
の
出
仕
の
滞
り
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

季
御
読
経
の
用
途
調
達
の
困
難
化
に
伴
う
僧
侶
へ
の
布
施
供
米
支
給
の
減
額
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
僧
侶
た
ち
は
季
御
読
経
へ

の
出
仕
を
拒
む
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
か
な
り
後
の
事
例
に
な
る
が
、
天
福
元
（
一
二
三
三
）
年
五
月
二
十
一
日
の
季
御
読
経

に
お
い
て
は
、
「
僧
布
施
供
米
無
v
之
、
僧
侶
者
唯
煩
ニ
催
促
一
」
と
い
う
事
態
が
確
認
で
き
ん
噌
そ
う
し
た
僧
侶
の
出
仕
の
滞
り
に
対
処

し
、
よ
り
厳
密
に
請
僧
を
行
な
っ
て
い
く
た
め
に
請
僧
形
態
が
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
o



請
僧
形
態
の
変
化
の
背
景
と
し
て
、
第
二
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
十
二
世
紀
以
降
の
国
家
的
法
会
の
請
僧
に
お
け
る
四
箇
大
寺
へ

の
依
存
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
例
え
ば
、
臨
時
の
御
読
経
に
お
い
て
も
、
十
二
世
紀
以
降
は
、
専
ら
四
箇
大
寺
の
僧
侶
が
請
僧
さ
れ
て

（
四
回
）

い
る
例
が
多
い
。
季
御
読
経
に
お
い
て
も
、
建
前
と
し
て
は
儀
式
書
通
り
に
畿
内
の
名
僧
を
普
く
請
僧
す
る
形
式
を
取
り
な
が
ら
、
現

実
に
は
、
専
ら
四
箇
大
寺
に
依
拠
し
た
請
僧
形
態
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
四
箇
大
寺
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
十
一
世
紀
中
葉
以
後
の
僧
侶
の
出
仕
の
滞
り
に
対
処
し
出
仕
僧
数
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
十
二
世
紀
以
降
み

季御読経における請僧

ら
れ
る
四
箇
大
寺
の
位
置
や
意
義
に
つ
い
て
は
、
今
後
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
は
僧
綱
所
が
機

構
的
変
質
を
遂
げ
、
惣
在
庁
・
公
文
制
と
も
よ
ば
れ
る
べ
き
制
度
が
成
立
い
ち
ま
た
三
会
あ
る
い
は
三
講
と
総
称
さ
れ
る
国
家
的
法
会

も
確
立
し
て
く
る
時
期
で
あ
る
。

一
連
の
寺
院
制
度
の
変
質
と
相
倹
っ
て
国
家
的
法
会
の
請
僧
形
態
も
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
十
一
世
紀
ま
で
は
公
家
が
独
自
に
決
定
し
て
い
た
請
僧
が
、
十
二
世
紀
以
降
、
諸
寺
別
当
に
請
定
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
と
い
う
事
態
に
は
、
寺
社
勢
力
の
権
門
と
し
て
の
自
立
化
と
い
う
背
景
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
独
自
の
経
済
的
基
盤
を
有

す
る
よ
う
に
な
っ
た
寺
家
権
門
は
公
家
側
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
請
僧
決
定
に
も
自
ら
の
意
向
を
反
映
で
き
る
よ

い
う
ま
で
も
な
く
国
家
体
制
が
大
き
く

変
化
す
る
時
期
で
あ
り
、
ま
た
院
政
も
開
始
さ
れ
権
門
体
制
と
も
よ
ば
れ
る
べ
き
中
世
国
家
が
成
立
す
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
請
僧
形
態
の
変
化
が
起
る
十
一
世
紀
中
後
半
と
い
う
時
期
は
、

十
一
世
紀
中
葉
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
み
ら
れ
る
こ
う
し
た
国
家
体
制
の
変
化
、
寺
院
制
度
の
一
連
の
変
化
と
撲
を
一
に
し
て
請
僧

形
態
の
変
化
も
起
っ
た
の
で
あ
る
。
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お

わ

り

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
季
御
読
経
の
請
僧
形
態
と
そ
の
変
容
を
参
考
に
し
て
、
そ
れ
以
外
の
国
家
的
法
会
に
お
け
る
請
僧
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
見
通
し
を
た
て
て
み
た
い
。

ま
ず
、
十

1
十
一
世
紀
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
季
御
読
経
や
仁
王
会
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
「
年
々
僧
名
」
「
名
僧
帳
」
「
諸
寺
解

文
」
な
ど
の
一
連
の
文
書
に
基
づ
い
て
陣
定
（
僧
名
定
）
で
僧
侶
が
選
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
請
僧
の
規
模
に
よ
っ
て
例

（

t
w）
 

外
は
あ
る
。
千
僧
御
読
経
の
よ
う
な
極
端
に
請
僧
数
が
多
い
場
合
は
、
朝
廷
で
僧
名
を
決
定
せ
ず
、
寺
家
に
語
定
さ
せ
る
方
式
を
と
る
。

そ
し
て
、
綱
所
の
役
割
は
請
僧
の
事
務
手
続
き
か
、
朝
廷
の
請
僧
決
定
に
基
づ
い
て
僧
侶
を
催
す
こ
と
で
あ
り
、
綱
所
は
僧
名
決
定
に

与
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

十
二
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
国
家
的
法
会
の
請
僧
は
、
基
本
的
に
諸
寺
別
当
に
直
接
請
定
要
請
す
る
よ
う
な
形
態
に
変
化
す
る
と
思

わ
れ
一
明
そ
し
て
、
僧
名
定
は
多
く
の
国
家
的
法
会
に
お
い
て
、
儀
礼
化
・
形
式
化
す
る
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
、
個
々
の
法
会
の
請
僧
形
態
が
具
体
的
に
考
察
さ
れ
て
い
な
い
現
段
階
に
お
い
て
、
季
御
読
経
で
得
ら
れ
た
結
論
を
む
や
み
に

一
般
化
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

い
か
な
る
法
会
に
お
い
て
い
か
な
る
請
僧
方
式
が
と
ら
れ
る
の
か
、

さ
ら
に
、
中
世
の
国
家
的
法
会
と
請
僧
は
ど
の
よ
う
な
全
容
を
有
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
今
後

の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

注
（

1
〉

黒
田
俊
雄
「
中
世
に
お
け
る
顕
密
体
制
の
展
開
」
（
同
『
日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
五
年
〉
。
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（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
〉

ハ
5
）

「
請
僧
」
と
い
う
言
葉
は
、
史
料
上
は
請
ぜ
ら
れ
る
僧
侶
そ
の
も
の
を
さ
す
言
葉
と
し
て
多
く
あ
ら
わ
れ
る
。

土
谷
恵
「
平
安
前
期
僧
綱
制
の
展
開
」
（
『
史
州
』
第
二
四
号
、
一
九
八
三
年
）
。

伊
藤
清
郎
「
中
世
僧
綱
制
の
研
究
｜
鎌
倉
期
を
中
心
に

l
」
（
『
歴
史
』
五
三
韓
、
一
九
七
九
年
〉
。

土
谷
氏
は
、
注
（
3
）
引
用
論
文
に
お
い
て
、
平
安
前
期
に
お
け
る
僧
綱
の
請
僧
機
能
を
強
調
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
土
谷
氏
が
引

用
さ
れ
て
い
る
史
料
を
再
検
討
し
て
み
る
と
、
請
僧
に
僧
綱
が
か
か
わ
る
場
合
も
確
か
に
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
事
務
手
続
き

上
に
限
ら
れ
、
請
僧
の
正
式
な
決
定
は
基
本
的
に
朝
廷
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。

鎌
倉
期
の
国
家
的
法
会
の
請
僧
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
清
郎
氏
が
考
察
さ
れ
て
い
る
〔
注
〈
4
〉
引
用
論
文
〕
。
伊
藤
氏
は
中
世
の
僧
綱

制
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
す
る
中
で
、
請
僧
の
在
り
方
と
し
て
次
の
二
つ
の
方
式
を
想
定
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
僧
綱
所
が
僧
綱
牒
を
発

給
し
て
公
事
の
運
営
責
任
者
を
僧
侶
の
中
か
ら
任
命
し
、
そ
の
僧
侶
が
中
心
と
な
っ
て
請
僧
の
手
配
を
行
い
仏
事
を
経
営
す
る
と
い
う
も

の
。
も
う
一
つ
は
、
直
接
僧
綱
所
が
仏
事
に
参
加
す
る
僧
侶
を
選
定
動
員
し
経
営
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
伊
藤
氏
の
い
う

よ
う
な
前
者
の
請
僧
方
式
は
、
伊
藤
氏
の
示
す
史
料
を
も
っ
て
し
て
は
そ
の
存
在
を
証
明
し
得
な
い
。
後
者
の
誇
僧
方
式
に
つ
い
て
も
、

伊
藤
民
は
僧
綱
所
の
機
飽
を
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
既
に
、
牛
山
佳
幸
氏
（
「
僧
綱
制
の
変
質
と
惣
在
庁
・
公
文
制
の
成

立
」
〔
『
史
学
雑
誌
』
九
一
一
編
一
号
〕
〉
や
平
雅
行
氏
（
「
中
世
仏
教
と
社
会
・
国
家
」
〔
『
日
本
史
研
究
』
二
九
五
号
、
一
九
人
七
年
〕
〉
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
中
世
の
僧
綱
制
は
大
き
く
変
質
し
て
お
り
形
骸
化
し
形
式
的
な
役
割
し
か
果
た
さ
な
く
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
請
僧
に
関
し
て
も
、
基
本
的
に
は
公
家
側
が
僧
名
決
定
権
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
季
御
読
経
と
よ
く
似
た
請
僧
形
態
を
と
る
仁
王
会
や
臨
時
御
読
経
の
事
例
に
よ
っ
て
補
足
し
な
が
ら
考
察
を
展
開
す
る
。

季
御
読
経
の
成
立
過
程
や
儀
礼
構
成
に
つ
い
て
は
、
倉
林
正
次
氏
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
（
倉
林
「
季
御
読
経
考
」
〔
『
神
道
宗
教
』
一

O

O
号
二
九
八

O
年
〕
、
同
「
御
斎
会
お
よ
び
季
御
読
経
に
お
け
る
論
義
」
〔
同
『
饗
宴
の
研
究
』
歳
事
・
索
引
編
、
桜
楓
社
、
一
九
八
七
年
〕
〉
。

長
和
田
ハ
一

O
一
五
〉
年
の
仁
王
会
の
上
卿
を
左
大
臣
藤
原
道
長
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
藤
原
実
資
は
、
続
い
て
「
捧
コ
定
堪
能
僧
一
可
ニ
奏
行
一
」

き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
『
小
右
記
』
同
年
五
月
五
日
条
〉
。
こ
の
よ
う
に
、
僧
名
定
と
は
上
郷
の
主
導
で
「
堪
能
僧
」
を
選
び
奏
上

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
「
僧
名
」
と
は
請
僧
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
定
文
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
言
葉
で
、
請
僧
そ
の
も
の
を
さ

す
場
合
も
あ
る
。

事
例
は
少
な
い
が
、
同
様
の
事
態
は
仁
王
会
に
お
い
て
も
み
ら
れ
、
そ
れ
は
表
2
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
仁
王
会
僧
名
定
に

（

6
）
 

（

7
〉

（

8
）
 

（

9
〉
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（印）

提
出
さ
れ
る
文
書
も
十
一
世
紀
前
半
ま
で
と
十
二
世
紀
以
降
と
で
は
大

き
く
異
な
り
、
そ
れ
は
や
は
り
、
仁
王
会
の
請
僧
形
態
の
変
化
を
示
し

て
い
る
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
治
安
元
〈
一

O
二
一
）
年
十
二
月
十
八
日
の
季
御
読
経
で
は
、

十
二
月
十
三
日
に
僧
名
定
が
行
な
わ
れ
、
十
六
日
と
初
日
の
十
八
日
の

二
回
に
わ
た
っ
て
闘
請
定
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
十
八
日
の

開
始
直
前
に
御
前
僧
定
が
な
さ
れ
て
い
る
ハ
『
小
右
記
』
〉
。

『
江
家
次
第
』
巻
第
五
、
季
御
読
経
事
。
ー

『
江
家
次
第
』
に
は
、
三
会
巴
講
に
つ
い
て
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

そ
れ
以
外
の
有
職
凡
僧
も
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
「
次
第
」
と
い
う
形
で
請
ぜ
ら
れ
る
僧
侶
が
い
る
。
こ
の

「
次
第
」
と
い
う
請
じ
方
の
実
態
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

治
安
元
（
一

O
二
一
）
年
三
月
七
日
の
大
極
殿
千
僧
御
読
経
に
お
い
て
、

請
僧
に
係
わ
っ
た
寺
は
延
暦
寺
、
東
大
寺
、
輿
福
寺
、
東
寺
、
西
寺
、

元
興
寺
、
大
安
寺
、
西
大
寺
、
薬
師
寺
、
法
隆
寺
の
十
箇
寺
だ
け
で
あ

る
（
『
小
右
記
』
同
日
条
〉
。

季
御
読
経
の
前
身
で
あ
る
九
世
紀
の
恒
例
宮
中
大
般
若
経
転
読
会
に
お

け
る
請
僧
の
理
念
は
「
宿
徳
名
僧
百
口
」
を
請
ず
る
こ
と
に
あ
っ
た

（
『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
三
年
八
月
十
八
日
条
〉
。

『
江
家
次
第
』
巻
第
五
、
季
御
読
経
事
。
な
お
、
『
江
家
次
第
』
は
十
二

世
紀
初
頭
に
成
立
す
る
も
の
だ
が
、
こ
の
季
御
読
経
に
関
す
る
部
分
は

十
一
世
紀
段
階
の
内
容
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
こ

の
部
分
に
は
「
近
例
」
と
い
う
言
葉
で
そ
れ
以
前
の
儀
式
次
第
と
の
相

（

U
）
 

（臼〉
（お）

（

M
）
 

（
日
M
）

（時〉

仁王会僧名定に提出された文書

提 出 文 書 典 拠

寛仁1(1017）年 ・－｛代曽綱々一，代阿仁閤王梨会，定諸文寺名僧帳 『小右記』9月26日
・聖神寺解文

寛仁3(1019）年 ：：事撞綴E閤梨描 『小右記』5月19日

万寿4(1027）年 卜｜綱寺所々進解文死去勘文
2月19日

建仁2(1202）年 ト｜ 今旧定度文可候之｛首名9月20日 ・可

貞永1(1232〕年 ｜｜・去今年度僧僧名名土代
3月9日

表2
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ハロ〉
（問〉

違
を
説
明
し
て
い
る
箇
所
が
み
ら
れ
、
従
っ
て
そ
の
箇
所
以
外
は
基
本
的
に
「
近
例
」
以
前
の
段
階
（
つ
ま
り
十
二
世
紀
以
前
）
の
内
容

を
語
っ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

『
小
右
記
』
寛
仁
元
年
九
月
二
十
六
日
条
。

「
軸
輪
転
名
帳
」
と
「
諸
寺
名
帳
」
と
は
同
一
の
帳
簿
で
あ
り
、
季
御
読
経
や
仁
王
会
等
の
法
会
に
軸
請
な
い
し
輪
転
と
し
て
請
ず
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
諸
寺
凡
僧
を
網
羅
し
て
記
載
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
請
僧
に
お
い
て
諸
寺
凡
僧
の
追
加
や
変
更
を
行
な

う
と
き
に
参
照
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
寛
仁
元
〈
一

O
一
七
〉
年
九
月
二
十
六
日
に
行
な
わ
れ
た
仁
王
会
の
僧
名
定
で
は
、
史
が
提
出
し
た
文
書
に
「
僧
綱
、
阿
閣
梨
、

諸
寺
名
僧
帳
」
が
存
在
す
る
（
『
小
右
記
』
同
日
条
）
。
ま
た
、
同
年
十
月
二
十
五
日
に
行
な
わ
れ
た
賀
茂
行
幸
御
祈
十
社
御
読
経
の
僧
名

定
に
お
い
て
も
「
僧
綱
、
己
議
、
内
供
、
何
蘭
梨
名
帳
」
と
よ
ば
れ
る
文
書
が
用
意
さ
れ
て
い
る
（
『
小
右
記
』
同
日
条
）
。

長
一
万
元
三

O
二
八
〉
年
十
月
十
三
日
の
季
御
読
経
僧
名
定
に
提
出
さ
れ
た
死
去
勘
文
に
は
、
先
日
死
亡
し
た
僧
正
院
源
の
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
（
『
小
右
記
』
向
日
条
〉
。

『
小
右
記
』
治
安
元
年
十
二
月
十
二
日
条
。

『
小
右
記
』
寛
仁
一
万
年
九
月
二
十
六
日
条
。

万
寿
二
（
一

O
二
五
）
年
の
仁
王
会
の
事
例
だ
が
、
三
月
一
日
に
は
「
嘉
祥
寺
解
文
」
な
る
も
の
が
奏
聞
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
彼

寺
講
師
観
悟
死
闘
替
以
可
v被
v
補
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
史
料
か
ら
も
、
諸
寺
解
文
と
は
諸
寺
凡
僧
の
死
闘
を
補
う
た
め
、
代

り
の
凡
僧
を
推
挙
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
小
右
記
』
長
元
三
年
四
月
二
十
三
日
条
、
同
万
寿
二
年
十
月
二
十
三
日
条
。

『
西
宮
記
』
巻
五
、
季
御
読
経
。

『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
三
月
閥
日
条
。

仁
王
会
の
事
例
だ
が
、
万
寿
四
ハ
一

O
二
七
）
年
二
月
十
九
日
の
仁
王
会
定
で
は
、
綱
所
が
進
め
た
「
死
去
勧
文
井
寺
々
解
文
」
に
よ
っ

て
「
一
々
補
－
一
死
闘
L
し
て
い
る
ハ
『
小
右
記
』
同
日
条
〉
。

寛
仁
ニ
ハ
一

O
一
七
〉
年
三
月
の
例
で
は
、
新
た
に
僧
綱
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
僧
数
が
一
人
多
く
な
り
、
そ
の
た
め
東
寺
の
軸
請
一
人
が

止
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
僧
綱
少
可
v複
y
本
也
」
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

Q
小
右
記
』
同
年
三
月
閥
日
条
）
。
長
元
元
年

（印）

（

m山
）

（

M
4
）
 

（詔）

（

お

）

（
川
品
）

ハお〉
〈お〉
（幻）

（部〉
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（却）

（

M
W）
 

十
月
に
は
、
死
去
勘
文
に
よ
っ
て
僧
正
院
源
の
死
去
が
確
認
さ
れ
、
止
め
ら
れ
て
い
た
安
祥
寺
が
も
と
ど
お
り
に
軸
請
に
入
れ
ら
れ
て
い

る
（
『
小
右
記
』
同
年
十
月
十
三
日
条
〉
。

『
小
右
記
』
長
和
元
年
五
月
四
日
条
。

『
小
右
記
』
万
寿
一
万
年
十
月
二
十
一
日
条
で
は
従
儀
師
が
廻
請
の
署
名
を
得
る
た
め
、
時
の
法
務
で
あ
る
天
台
座
主
院
源
僧
正
の
と
こ
ろ

に
参
っ
た
が
、
院
源
は
「
仰
下
威
儀
師
可
ご
持
来
一
由
と
せ
て
署
名
せ
ず
、
こ
の
た
め
廻
請
が
滞
っ
て
い
る
状
況
が
み
ら
れ
る
。

『
小
右
記
』
万
寿
四
年
五
月
十
二
日
条
に
は
「
辞
書
者
兼
日
可
v付
ニ
綱
所
一
」
と
あ
る
。

治
安
元
（
一

O
二
一
〉
年
十
二
月
十
六
日
に
は
、
季
御
読
経
上
卿
藤
原
実
資
は
「
御
読
経
行
事
左
少
弁
義
忠
朝
臣
」
に
辞
書
の
枚
数
に
つ

い
て
問
う
て
い
る
（
『
小
右
記
』
同
日
条
〉
。

『
西
宮
記
』
巻
五
、
季
御
読
経
、
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
一
元
年
三
月
二
十
四
日
、
二
十
七
日
条
等
。

『
江
家
次
第
』
巻
第
五
、
仁
王
会
事
。

『
小
右
記
』
万
寿
二
年
十
月
十
九
日
条
。

『
西
宮
記
』
巻
五
、
季
御
読
経
、
『
権
記
』
長
保
五
年
三
月
九
日
条
等
。

『
江
家
次
第
』
（
巻
第
五
、
季
御
読
経
事
）
に
は
御
前
僧
定
に
つ
い
て
、
「
弁
預
記
引
取
見
参
僧
堪
v
候
一
一
御
前
一
之
サ
ロ
よ
令
v
入
v
筈
」
と
あ
る
。

『
北
山
抄
』
巻
第
六
、
臨
時
御
読
経
事
。

こ
の
時
期
御
前
僧
が
揃
わ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
（
『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
二
月
二
十
三
日
条
〉
。
ま
た
、
南
殿
僧
も
当
日
に
相

当
欠
員
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
『
小
右
記
』
万
寿
元
年
十
月
二
十
六
日
条
）
。

『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
二
月
二
十
三
日
条
。

土
谷
注
ハ
3
）
引
用
論
文
。

『
猪
隈
開
問
自
記
』
建
仁
二
年
六
月
十
六
日
条
。

「
民
経
記
」
天
福
一
万
年
五
月
十
一
日
条
（
『
大
日
本
史
料
』
五
一
編
之
八
、
五
月
二
十
一
日
条
所
収
〉
。

東
大
寺
、
興
福
寺
、
延
暦
寺
、
園
城
寺
の
四
寺
は
普
通
総
称
さ
れ
て
「
四
箇
大
寺
」
と
よ
ば
れ
る
。

『
土
日
続
記
』
文
永
七
年
八
月
二
日
条
。

こ
こ
に
み
え
る
「
注
進
」
に
つ
い
て
だ
が
、
単
に
請
定
の
僧
数
に
つ
い
て
の
も
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
僧
名
ま
で
も
注
進
し
て
い
る
こ

（幻）

（

m
M〉

（お）
（担）
（出）
（お）
（幻〉
（部）
（却）

（州制）

（

H
U
〉

（必〉
（必〉

（

μ伯
）

（

M
W）
 

（

M
叩
）
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（
円
引
）

（
印
叩
）

と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
天
福
元
年
の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
綱
所
は
各
寺
の
請
定
僧
数
を
申
請
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
こ
の

文
永
七
年
の
事
例
の
「
注
進
」
の
内
容
も
同
様
に
考
え
た
。

「
民
経
記
」
天
福
元
年
五
月
二
十
一
日
条
令
大
日
本
史
料
』
五
編
之
入
、
五
月
二
十
一
日
条
所
収
）
。

こ
の
よ
う
な
請
僧
三
十
人
の
四
箇
大
寺
へ
の
直
接
的
な
請
定
は
、
既
に
嘉
応
一
万
（
一
一
六
九
）
年
に
み
ら
れ
る
（
『
兵
範
記
』
同
年
三
月

二
十
二
日
条
〉
。
そ
こ
で
は
南
殿
僧
八
十
人
の
う
ち
、
五
十
人
は
僧
綱
と
有
職
凡
僧
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
、
残
り
三
十
人
の
諸
寺
凡
僧
分

が
こ
う
し
た
四
箇
大
寺
へ
の
請
定
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
て
い
る
。
南
殿
僧
の
僧
綱
や
有
職
の
請
僧
方
式
は
不
明
で
あ
る
。

「
民
経
記
」
天
福
一
万
年
五
月
二
十
一
日
条
〈
『
大
日
本
史
料
』
五
編
之
入
、
五
月
二
十
一
日
条
所
収
〉
。

こ
の
こ
と
は
僧
名
定
が
季
御
読
経
の
当
日
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
仁
安
一
一
（
一
二
ハ
七
〉
年
七
月
二
十
四
日
は
季

御
読
経
の
初
日
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
に
僧
名
定
を
行
な
い
、
続
け
て
御
前
僧
定
を
行
な
っ
た
の
ち
、
法
要
が
始
め
ら
れ
て
い
る
（
『
玉

葉
』
同
日
条
）
。
十
二
世
紀
以
降
、
こ
の
よ
う
な
季
御
読
経
当
日
の
僧
名
定
は
頻
繁
に
み
ら
れ
る
。

『
山
塊
記
』
寿
永
二
年
三
月
二
十
日
条
、
『
猪
隈
関
白
記
』
建
仁
二
年
六
月
二
十
二
日
条
。
特
に
、
寿
永
二
年
三
月
の
事
例
の
よ
う
に
僧
名

定
文
と
隣
請
定
文
の
具
体
的
内
容
が
明
ら
か
な
も
の
で
確
認
す
る
と
、
僧
名
定
文
の
最
初
に
現
れ
る
僧
綱
の
上
位
三
人
が
、
奇
し
く
も
関

請
定
文
に
現
れ
る
関
請
者
三
人
な
の
で
あ
る

Q
山
塊
記
』
周
年
三
月
十
六
日
条
、
二
十
日
条
）
。
こ
の
こ
と
は
繍
請
定
が
、
予
め
溺
請
す

る
予
定
で
あ
り
な
が
ら
慣
例
的
に
僧
名
定
文
に
列
記
さ
れ
た
上
位
の
僧
綱
を
、
形
式
的
に
補
填
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

「
民
経
記
」
天
福
元
年
五
月
二
十
一
日
条
（
『
大
日
本
史
料
』
五
編
之
八
、
五
月
二
十
一
日
条
所
収
〉
。

『
長
秋
記
』
天
承
一
万
年
五
月
二
十
一
日
条
。

『
長
秋
記
』
長
承
元
年
五
月
十
五
日
条
。

『
丘
（
範
記
』
嘉
応
元
年
一
一
一
月
二
十
二
日
条
。

東
大
寺
図
書
館
蔵
。

『
初
例
抄
』
（
『
群
書
類
従
』
二
四
輯
所
収
）
で
は
、
寛
治
六
（
一

O
九
二
）
年
十
二
月
十
六
日
の
例
を
、
「
季
御
読
経
御
前
衆
不
足
」
の
ま

ま
こ
の
法
会
が
行
な
わ
れ
た
初
例
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
二
世
紀
以
降
は
御
前
僧
を
補
う
た
め
に
南
殿
僧
を
召
す
事
例
が
一
例
も
確

認
で
き
な
い
。

（必〉

（

回

）

（日）
（臼〉

（

臼

）

（出）
（日）

（
問
山
）

（
閉
山
）
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（

回

）

（印）

『
民
経
記
』
寛
喜
元
年
六
月
二
十
七
日
条
。
こ
の
仏
舎
利
奉
献
儀
は
同
年
八
月
八
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
（
『
玉
藻
』
向
日
条
）
。

た
だ
、
こ
の
仏
舎
利
奉
献
儀
の
場
合
は
綱
所
が
僧
名
を
注
進
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
綱
所
の
権
限

の
増
大
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
朝
廷
が
、
僧
名
の
選
定
と
い
う
事
務
手
続
き
を
放
棄
し
、
そ
れ
を
綱
所
に
委
ね
た
と
い
う
こ
と
に
す

ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
実
際
の
僧
名
決
定
は
季
御
読
経
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
回
箇
大
寺
等
の
有
力
寺
家
権
門
が
行
な
い
、
綱

所
は
そ
れ
を
取
り
ま
と
め
て
朝
廷
に
注
進
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
考
え
る
。
綱
所
の
機
能
は
あ
く
ま
で
事
務
手
続
き
に
限
定
さ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

既
に
注
（
9
）
で
指
摘
し
た
が
、
仁
王
会
の
請
僧
形
態
も
、
季
御
読
経
と
同
様
に
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
前
半
に
か
け
て
変
化
す

る
の
で
あ
る
。

「
民
経
記
」
天
福
元
年
五
月
二
十
一
日
条
（
『
大
日
本
史
料
』
五
編
之
入
、
五
月
二
十
一
日
条
所
収
）
。

「
民
経
記
」
貞
永
元
年
七
月
二
十
七
日
条
（
『
大
日
本
史
料
』
五
編
之
八
、
七
月
二
十
七
日
条
所
収
）
。
ま
た
寛
治
五
（
一

O
九
二
年
六

月
に
は
、
一
日
交
替
で
一
一
一
日
間
、
四
箇
大
寺
の
う
ち
延
暦
寺
・
圏
域
寺
・
興
福
寺
の
三
寺
の
み
に
紫
震
殿
六
十
僧
御
読
経
を
行
な
わ
せ
て

い
る
（
『
中
右
記
』
寛
治
五
年
六
月
二
十
三
日
条
）
。
四
箇
大
寺
に
一
日
交
替
で
読
経
を
さ
せ
る
と
い
う
請
僧
方
式
は
十
一
世
紀
後
半
以
降

し
き
り
に
み
ら
れ
る
。

牛
山
注
（
5
）
引
用
論
文
。

坂
本
賞
三
『
日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）
、
黒
田
俊
雄
「
中
世
の
国
家
と
天
皇
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴

史
』
中
世
2
、
一
九
六
三
年
）
。

長
一
元
五
（
一

O
三
二
）
年
六
月
二
十
二
日
に
行
な
わ
れ
た
千
僧
御
読
経
で
は
、
請
僧
は
「
只
経
－
一
宣
旨
於
寺
々
一
」
す
の
み
で
あ
っ
て
、
諸

寺
に
請
定
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
『
小
右
記
』
同
日
条
〉
。

し
か
し
、
こ
れ
も
請
僧
の
規
模
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
『
長
秋
記
』
永
久
元
年
二
月
十
五
日
条
の
事
例
で
は
、
大
般
若
御
読
経
へ

の
語
僧
に
つ
い
て
、
「
取
斗
替
六
十
日
僧
名
一
所
γ
進
也
、
偽
有
一
一
寺
付
一
、
品
川
口
無
二
寺
付
一
也
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
十
二
世
紀
以
降
に
お
い
て

も

、

請

僧

が

三

十

人

以

下

な

ら

寺

家

に

請

定

要

請

し

な

い

よ

う

で

あ

る

。
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